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研究成果の概要（和文）：リハビリテーション病院において、様々な障害の症状や改善にも大

きく影響すると言われている「注意」機能に着目し、「注意障害」の改善を目的とし、有効な音

楽療法技法・プログラムの選定及び実践を行い、これまでに心身障害・認知症等高齢者対象に

開発を行ってきた音楽療法用チェックリスト（MTCL-YK(S)）について「注意障害」対象用へ

の改訂を行った。研究協力者間において、評価のしづらさや問題点の検討を重ね、修正版

(MTCL-YK(S)-1,2)を作成し、信頼性・妥当性検証を行いながら、MTCL-YK(DOA)(Music 

Therapy Check List :Disorder of attention version)の評価表の作成を完成するに至った。 

 

研究成果の概要（英文）：Rehabilitation hospitals consider that the “attention” function significantly 

influences and helps improve the symptoms of various disorders. Focusing on this function with the aim 

of examining any improvement to the condition of “attention disturbance,” the researchers selected and 

applied effective techniques and programs of music therapy for the purpose of revising the Music 

Therapy Check List (MTCL-YK(S)). This list had been first developed to apply to the elderly with such 

conditions as cognitive impairment, and to patients with mental or physical disorders; this research 

revised the list to apply to “attention disturbance.” After the researchers repeatedly examined any 

problems and the difficulty of evaluation, a revised version (MTCL-YK(S)-1,2) was created, and after 
verifying its credibility and validity, the evaluation list MTCL-YK(DOA) (Music Therapy Check List:  

Disorder of attention version) was finally completed. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 近年、医療面でも注目され、臨床応用さ
れてきている「音楽療法」は、少子高齢社会
対策や予防医学、健康増進の推進の動向にも

伴い、福祉、保健、教育場面で大きな拡がり
をみせている。今後ますます社会への定着を
図るには、その効果の科学的裏付けが求めら
れる。とりわけ音楽療法において最も難しい
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とされる課題の一つに「効果判定」の問題が
ある。中でも特に音楽療法の効果を量的に測
定する評価手法について、疾患・障害に合わ
せた評価法として統一されたものは、我が国
おいては未だ模索段階であり、これらの確立
は音楽療法の治療的理論構築がなされてい
くことの基本的要件であると言える。 

 

(2)そこで、筆者は、これまで音楽療法用に
独自の治療構造を反映した項目設定（4 件法
で各段階に下位項目設定）を行った『音楽療
法チェックリスト（MTCL-YK）』の開発に着
手し、さらにその対象領域を広げるべく、兵
庫県下の 19 箇所の高齢者施設・病院等で実
践研究体制を持ち、認知症等を中心とした高
齢者にも対応した MTCL-YK(S)への改訂作
業を行ってきた。この評価表を用いて、要介
護度別に音楽療法効果をとらえ、その障害状
況と適合する音楽療法技法の関係が示唆さ
れるという結果も得ることができた。同時に、
多様な疾患・障害に適用可能であることがわ
かり、現在、リハビリテーション病院等の主
に医療領域での幅広い疾患・障害に対する評
価表の改訂および開発を目指している。 
 

２．研究の目的 

本研究では、心身障害、認知症等を主とし
た高齢者領域で開発を行ってきた「音楽療法
用評価表（MTCL-YK(S)）」を用いて、リハ
ビリテーション病院等の医療領域において
も適用可能な評価表として改訂・開発を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)医療領域における音楽療法実践対象者及
び技法の実態・文献調査と整理と、本研究で
実施する音楽療法プログラム・技法の選定 
研究協力者と会合をもち、より有効な音楽

療法プログラム・技法を吟味・選定し、本研
究で実施していく実践内容を確認、決定した。 
 
(2)MTCL-YK(S)の妥当性・信頼性検証と修正
案１(MTCL-YK(S)-1)の作成 

音楽療法実践が開始された現場において、
MTCL-YK(S)を用いて、約３ヶ月間、音楽療法
の対象者個々人についての評価を行い、音楽
療法の効果検証と、評価のしづらさや問題点
を明らかにし、評価表使用に際しての視点・
視座を統一した。 

問題点としてあがった点について、臨床心
理学、音楽療法でのそれぞれの専門家間で検
討を重ね、下位項目あるいは数量化手法につ
いての修正案(MTCL-YK(S)-1)を作成した。 
 
(3) MTCL-YK(S)-1 の妥当性・信頼性検証と修
正案 2(MTCL-YK(S)-2)の作成 
  さらに厳密な信頼性検証を行うために、音
楽療法実践の録画映像を、研究協力者間で同

時に視聴し、行動観察を行った。その評価を
MTCL-YK(S)と MTCL-YK(S)-1で行い、評価車
間における評価結果のズレを比較した。 
その後、さらに音楽療法を約３ヶ月実施し、

問題点としてあがった点についての整理を
行い、修正案 MTCL-YK(S)-2を検討した。 
  
(4) 修正案(MTCL-YK(S)-2)の検討と、注意障
害対象用音楽療法チェックリスト
(MTCL-YK(DOA)：Music Therapy Check 
List(Disorder of attention version)の確
定 
 MTCL-YK(S)-2 について、さらに研究協力者
間で下位項目について検討を行い、修正案
MTCL-YK(DOA)を作成した。そして、最終確定
のため、評価表の「修正前」（MTCL-YK(S)）
と、(1)で作成された「修正後」（MTCL-YK(DOA）
を用いて評価を行い、評価者間のズレが減少
しているかどうかを数量的に分析した。 
 
４．研究成果 
(1)  医療領域における音楽療法実践対象者
及び技法の実態・文献調査と整理と、本研究
で実施する音楽療法プログラム・技法の選定 
 医療領域における音楽療法実践の文献検
や、実地見学を通して、リハビリテーション
病院における音楽療法の有効性として、「パ
ーキンソン病」と「注意障害」において、特
に音楽療法実践の重要性・有効性が認められ
たこと、また、２つの疾患・障害は、評価の
際にも大きく異なる点があり、それらをとら
えられる指標を作成する必要性が明らかと
なったため、MTCL-YK(S)の評価表についても
２つを分けて作成すこととなった。 
 中でも、まず音楽療法のプログラム・技法
が確立途上である「注意障害」に焦点をあて
て、検討することとした。 
「注意障害」対象の音楽療法プログラム・

技法（高次脳機能障害 注意障害対象）につ
いては、神経学的音楽療法(Thaut ら)の「持
続的注意」「選択的注意」「転導的注意」「配
分的注意」への治療改善を目的とした、「音
楽的注意コントロール訓練」(MACT)、「音楽
による半側空間無視トレーニング」(NMT)、
「聴覚認識トレーニング」(APT)などから検
討し、以下のように設定した。 
① 歌唱 
 ・1曲を最後まで歌う 
 ・拍を刻みながら歌う 
・交互唱 
・同時唱 

② リズム楽器 
・音楽に合わせて一定のリズムを持続して

打つ 
・指示により鳴らす順番やポイントを意識

して打つ 
・競合する音刺激に集中して演奏を続ける



または切り替える 
③ 旋律楽器・伴奏楽器 

・メロディーの演奏、または引き歌いをす 
 る 
・指示された箇所でコードボタンを押さえ 
 る 
・歌いながら順次進行で演奏する 

 （ヘルマンハープ、オートハープなど） 
とした。 
 音楽療法セッションは週に 4回、１セッシ
ョン40分、形態は個別音楽療法で実施した。 
 
(2)MTCL-YK(S)の妥当性・信頼性検証と修正
案１(MTCL-YK(S)-1)の作成 
 MTCL-YK(S)の全 20 項目は表１の通りで、
(1)で確認されたプログラムを約３ヶ月間実
施し、MTCL-YK(S)のセッション開始時と終了
時の得点比較を行ったところ、M(音楽場
面 )(t(23)=-7.51 、 p<.001) 、 P( 対 人 場
面 )(t(23)=-5.02 、 p<.001)、 M-P( 共通項
目)(t(23)=-2.21、p<.05)において、有意な
上昇が認められ、音楽療法技法・プログラム
の有効性が実証された。そして、本プログラ
ム用いて、さらに３ヶ月間、音楽療法を実施
しながら、「注意障害」対象のセッションに
おける MTCL-YK(S)の評価の問題点を明らか
にし、(MTCL-YK(S)-1)を作成した。 
 
表 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) MTCL-YK(S)-1 の妥当性・信頼性検証と修
正案 2(MTCL-YK(S)-2)の作成 
 MTCL-YK(S)-1 についての妥当性・信頼性検
証を行うため、研究協力者間(4 名)で注意障
害ケース対象の同一音楽療法セッション記
録映像を用いて、MTCL-YK(S)での評価と、
MTCL-YK(S)-1 での評価において、評価者間の
評価得点のズレ(得点の分散)がどのように
変化しているか検証したところ、分散の平均
値 は 、 σ ２ =0.23(MTCL-YK(S)) か ら σ ２

=0.20(MTCL-YK(S)-1）に減少が見られ、ズレ
が小さくなっていることが明らかとなった。
さらに、共通項目、音楽場面、対人場面別に
分析したところ、共通項目(σ２=0→σ２=0)、
音楽場面（σ２=0.21→σ２=0.23）、対人場面

（σ２=0,26→σ２=0.18）となり、音楽場面に
おいては、ズレが大きくなっていることがわ
かった。そのため、再度、３ヶ月間音楽療法
を実施し、特に音楽療法場面を中心に、評価
における問題点を検討し、MTCL-YK(S)-2 を作
成した。 
 
(4) 修正案(MTCL-YK(S)-2)の検討と、注意障
害対象用音楽療法チェックリスト
(MTCL-YK(DOA)の確定と今後の展望 
①MTCL-YK(DOA)の確定と今後の課題 
MTCL-YK(S)-2 について、さらに研究協力者

間で、検討を行い、修正案 MTCL-YK(DOA)を作
成した(表 2)。そして、最終確定のため、評
価表の「修正前」（MTCL-YK(S)）と、「修正後」
（MTCL-YK(DOA）を用いて評価を行い、評価
者間の評価得点のズレが減少しているかど
うかを数量的に分析した。その結果、分散の
平均値は、σ２=0.13(MTCL-YK(S))からσ２

=0.12 に減少が見られ、さらに共通項目(σ２

=0→σ２=0)、音楽場面(σ２ =0.13→σ２

=0.09)、対人場面(σ２=0.17→σ２ =0.17)と
いう結果が得られた。MTCL-YK(S)-1では、音
楽場面での評価者間の評価得点の分散が大
きくなっていたが、MTCL-YK(DOA)では、減少
していることが明らかとなり、妥当性が高ま
ったことが示されたと言えよう。 
  今回、当該病院における入院状況から、
MTCL-YK(DOA)を用いて、他の心理検査結果と
の相関分析、及び、長期的な音楽療法効果の
測定をすることができなかったが、今後は
MTCL-YK(DOA)を用いて、データ蓄積を実施し
ていきたい。そして、このチェックリストを
もとに、「パーキンソン病」に適用可能なバ
ージョンの作成を行っていく予定である。 
 
②期待される研究成果の意義 
我が国で報告されている評価表は、各対象

領域あるいは各臨床現場に限定された内容
の域を出ていないのが現状であり、幅広い対
象領域に対応した評価表の確立が待たれる
という状況にある。そのため、今回のように、
評価表の適用対象を広げることで、多領域で
実施されている音楽療法効果についての比
較が可能となり、多様な疾患・障害への音楽
療法実践プログラム・技法の特定（臨床応用
モデル構築）につながることが期待される。
このことは、音楽療法の専門性、さらには独
自の理論的裏付けの基盤を確立する一助に
なると考える。 
 
 
 
 
 
 
 

M-P（共通
項目） 

M（音楽場面）   P（対人場面）  

G（認知機能） 
H（身体機能） 

M-A（積極性） 
M-B（持続性） 
M-C（協調性） 
M-D（情緒性） 
M-E（歌唱） 
 M-E(I)（歌唱
・意欲） 
M-F(楽器） 
 M-F(I）（楽器
・意欲） 
M(I)（音楽場面
・意欲） 

P-A（積極性） 
P-B（持続性） 
P-C（協調性） 
P-D（情緒性） 
P-E（verbal) 
  P-E(I)（verbal
・意欲） 
P-F（non-verbal) 
  P-F(I)（non-ver
bal・意欲） 
P(I)（対人場面・意
欲） 
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